令和8年度　徳島県相談支援従事者研修（初任者研修Ⅰ）インターバル実習②_課題
	受講番号
	氏　　名
	所属グループ番号

	
	
	



地域の社会資源関連調査実習（課題）
相談支援業務においては、事業所の所属する地域（圏域）の特徴を理解することが大切です。
今回は自身が所属する事業所の地域（市町村）の調査を出来る限り行って、地域（市町村）の現状を知りましょう。その際、各事業者等の特徴や担当者との面識、関わりの深さなども確認しながら作成してください。また地域（市町村）の特徴や障がい福祉行政の特徴など、御自身の言葉でまとめてみてください。
　インターバル実習などで助言を得ることも出来ると思いますので、質問などがあれば積極的に行いましょう。

１　自分の所属する事業所の地域（市町村）の特徴（人口、歴史、交通網など）
	· 市町村名：
· 人口：　　　　　人（男性：　　　　人／女性：　　　人）
· 世帯数：
· 障害保健福祉圏域：
· 障害保健福祉圏域の構成市町村名：
· 地域の特徴（どんなところ？）














2自分の事業所のある地域の相談支援事業の確認
· 基幹相談支援センターの設置状況は？、関りは？？（□をレ点か、■にする）
	基幹相談支援センター
	□設置済　□設置予定（　　年度）　□検討中　□予定無　□不明

	
	□行ったことある　　□行ったことない



· 地域の相談支援事業所
· 委託相談支援事業所の設置状況は？
	箇所数
	
	箇所



	
	地域の委託相談支援事業所名
	自分の関わり
（□をレ点か、■にする）

	1
	
	□行ったことある　　□行ったことない

	2
	
	□行ったことある　　□行ったことない

	3
	
	□行ったことある　　□行ったことない

	4
	
	□行ったことある　　□行ったことない

	5
	
	□行ったことある　　□行ったことない



· 指定特定、指定障害児、指定一般相談支援事業所は？
	箇所数
	
	箇所


※自地域にある指定特定、指定障害児、指定一般相談支援事業所（委託以外）を5つまで記載
	
	地域の相談支援事業所名
	事業所の種類（□をレ点か、■に）
	自分の関わり

	1
	
	□指定特定　□指定障害児　□指定一般
	□行ったことある
□行ったことない

	2
	
	□指定特定　□指定障害児　□指定一般
	□行ったことある
□行ったことない

	3
	
	□指定特定　□指定障害児　□指定一般
	□行ったことある
□行ったことない

	4
	
	□指定特定　□指定障害児　□指定一般
	□行ったことある
□行ったことない

	5
	
	□指定特定　□指定障害児　□指定一般
	□行ったことある
□行ったことない



· インターバル実習先の相談支援事業所の状況（訪問時点の状況）
	事業所名
	

	実習担当者
	

	事業所の相談員数
	· 主任相談支援専門員　　人（内　兼務の人数：　　人）
· 相談支援専門員　　人（内　兼務の人数：　　人）
· 相談支援員　　人

	事業所の計画作成
（大体でOK）
	障害者：　　人　　／　障がい児：人



３　地域自立支援協議会の確認（自分の所属する事業所がある市町村の協議会）
	＜名称・構成市町村＞：
＜事務局（担当課）＞：

	全　体　会
	全体会の実施
	有　　　・　　　無

	
	開催頻度や時期
	

	
	構成人数（人）
	

	
	構成機関や団体等
	






	定　例　会
	開催頻度や時期
	

	
	構成人数（人）
	

	
	構成機関や団体等
	



	運 営 会
	構成機関や団体等
	





	部　会　活　動
	部会名
	部会の内容／頻度／構成メンバー　等

	
	
	


	
	
	


	
	
	


	
	
	






	自分の所属する事業所は協議会に関わっているか。（□をレ点か■に変換）

	□はい　　／　　□いいえ　→→「５」へ
↓
· 関わっている場合、どのように協議会の運営に関わっているか？
（構成員だけなのか、役割があるのか･･･どんな？）



受講者自身は協議会に参加しているか？
□はい　　／　　□いいえ　→→「５」へ
↓
· 参加している場合、どのように協議会に関与しているか。
（参加だけなのか、何かしているのか、役割を持っているのか）





5地域の資源（事業所のある市町村、徳島県内含め）何がある？
（自治体等の独自サービス、民生委員、学校、子ども会、医療機関、当事者団体活動等）
	（①箇条書きで書けるだけ、②できるだけ「正式名称」で書く）

	





６調査票を作成してみての自己評価（振り返り・感想）どれだけ知っていたか、分かっていたか、繋がっていた？
	



2

